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お
盆
の
赤
崎
漁
港
を
彩
る

「
赤
崎
の
千
燈
籠
の
夕
べ
」、

旧
赤
崎
小
学
校
の
閉
校
を
機
に

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

― 

表
紙
の
写
真 

―

歳時記
ショット

盆 

野 

球 

大 

会

　

戦
後
間
も
な
く
始
ま
っ
た

盆
野
球
大
会
も
今
年
が
71
回

目
で
競
舟
大
会
の
52
回
目
よ

り
伝
統
が
あ
る
そ
う
で
す
。　
　
　

　

今
年
も
野
球
好
き
な
帰
省

者
や
中
・
高
校
生
の
活
躍
が

目
立
ち
ま
し
た
。

議会広報委員
副
委
員
長　

川
野  

雄
一

委　
　

員　

久
村  

昌
司

委　
　

員　

澤
井  

静
代

委       

員　

上
村  

勝
法

【６月】　　
 ７日 議会運営委員会
 14 日～ 16 日 第２回議会定例会

【７月】　
 19 日 教育住民常任委員会
 20 日 総務振興常任委員会
 21 日 広域行政組合臨時議会

【８月】　
 １日・２日 水俣・芦北振興計画要望活動
 ３日 正副議長研修会
 17 日 総務振興常任委員会
 18 日 教育住民常任委員会
 22 日 各委員長研修会
 24 日 議会全員協議会

【９月予定】
 ５日・13 日 議会運営委員会
 ８日～ 27 日 第３回議会定例会
 15 日 敬老会
 29 日 戦没者追悼式

議 の会
う きご

　

７
月
に
は
、
20
年
ぶ
り
の
町

長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
選
挙
で
有
権
者
の

方
々
も
２
人
の
立
候
補
者
の
ど

ち
ら
を
選
ぶ
の
か
、
戸
惑
う
方

も
少
な
く
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
結
果
、
山
田
新
町

長
が
誕
生
し
、
今
後
、
本
町
に

お
け
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
、
雇
用
増
進
、
一
次
産
業
の

振
興
な
ど
山
積
し
て
る
難
題
に

ど
う
立
ち
向
か
わ
れ
る
か
注
視

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
と

し
て
も
，
共
に
切
磋
琢
磨
し
、

町
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　

 

Ｋ
・
Ｕ

  長い間お疲れ様でした　　    　　西川町長
　議会閉会後、議会から感謝の気持ちを込めて花束の
贈呈を行いました。
　西川町長の津奈木町における経歴
　　昭和 54 年７月　津奈木町収入役に就任
　　平成 3 年７月　津奈木町助役に就任
　　平成 5 年７月　津奈木町長に就任
　　平成 29 年７月　６期目任期満了

６月第２回定例会　平成 29 年度補正予算などを審議

☆平成２９年度一般会計 4,800 万円の追加 Ｐ２～４
☆一般質問　３人の議員が登壇 Ｐ５～７
歳時記ショット・議会のうごき Ｐ８
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３｜つなぎ議会だより　2017.9 つなぎ議会だより　2017.9 ｜２

　平成 29 年第２回定例会が、６月 14 日から 16 日までの会期で開催しま

した。

　本定例会では、平成 2 ９年度補正予算を主に、条例の一部改正および農業

委員会委員の任命同意など 21 議案が上程され、原案可決されました。

定
例
会
初
日
の
審
議
状
況

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

の
専
決
承
認

川
野
雄
一
議
員

問
財
産
管
理
費
に
地
域
振

興
基
金
３
千
万
円
、
町

有
施
設
整
備
基
金
１
億
80
万
円

合
計
１
億
３
０
８
０
万
円
が
補

正
さ
れ
て
い
る
が
、
２
つ
の
基
金

の
積
立
額
と
、
使
用
目
的
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
３
月
末
の
基
金
積
立

額
は
、
地
域
振
興
基

金
２
億
１
５
２
０
万
６
千

円
、
町
有
施
設
整
備
基
金

６
億
４
９
３
２
万
７
千
円

で
、
町
有
施
設
整
備
基
金
の

使
用
目
的
は
、
町
有
施
設
の

老
朽
化
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。

か
説
明
を
求
め
る
。

答
赤
崎
小
学
校
運
動
場
跡

地
が
主
な
工
事
と
な
り

地
元
住
民
の
生
活
、
通
行
な

ど
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
配

慮
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
赤
崎
地
区
に
も
水

俣
病
の
認
定
患
者
が
多
く
お

ら
れ
る
た
め
、
屋
外
で
健
康

増
進
を
図
る
設
備
を
設
置

し
、
学
校
遺
産
と
し
て
日
本

で
唯
一
の
旧
海
上
小
学
校
も

あ
り
、
な
る
べ
く
最
低
限
の

保
存
を
し
な
が
ら
、
す
ば
ら

し
い
景
観
を
利
用
し
整
備
し

て
い
き
た
い
。　
　
　

久
村
昌
司
議
員

問 

赤
崎
小
学
校
交
流

広
場
整
備
工
事
で

１
９
０
９
万
２
千
円
の
増
額

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

訳
は
。　

 　

答
環
境
省
の
補
助
事

業
が
８
０
０
万

円
、
そ
し
て
防
球
ネ
ッ
ト

が
老
朽
化
し
て
お
り
そ
の

撤
去
費
用
に
単
独
工
事
で

１
１
０
９
万
２
千
円
を
予
定

問
昨
年
度
の
出
生
者
は
、

例
年
の
半
分
以
下
の
14

人
と
い
う
こ
と
で
、
子
育
て
支
援

基
金
の
創
設
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
た
が
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
子
育
て
支
援
基
金
の

創
設
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、子
育
て
支
援
は
、

総
合
力
に
な
っ
て
来
る
の

で
、
基
金
創
設
で
な
く
、
今

後
は
恒
久
財
源
を
ど
う
求
め

て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

上
村
勝
法
議
員

問 

企
画
費
に
赤
崎
小
学

校
跡
地
交
流
広
場
整

備
工
事
と
あ
る
が
、
今
後
町

内
外
か
ら
の
利
用
者
が
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
工

事
を
す
る
に
当
た
り
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
、
要
望
は
な
い
の

し
て
い
る
。

澤
井
静
代
議
員

問 

赤
崎
小
学
校
跡
地
利

用
に
関
連
し
て
で
あ

る
が
、
１
１
０
９
万
２
千
円

の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
い

説
明
を
求
め
る
。　

 　

答
単
独
工
事
の
主
な
内

容
は
、
町
営
住
宅
側

の
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
（
高
さ

２
㍍
50
㌢
を
約
44
㍍
）
設
置
、

海
側
の
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
30

本
程
度
を
伐
採
し
て
、
根
ま

で
撤
去
。
防
球
ネ
ッ
ト
、
ナ

イ
タ
ー
の
照
明（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
柱
４
本
と
水
銀
灯
）、
住
宅

側
の
タ
イ
ヤ
10
本
、
倉
庫
、

遊
具
関
係
の
撤
去
で
あ
る
。

本
山
真
吾
議
員

問 

観
光
費
の
委
託
料

で
、
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン

つ
な
ぎ
ツ
ア
ー
実
施
料
と
あ

る
が
、
増
額
理
由
の
説
明
を

求
め
る
。

答 

全
体
の
事
業
は
３

つ
、
環
境
省
に
ス

ロ
ー
タ
ウ
ン
つ
な
ぎ
発
信
事

業
と
し
て
申
請
を
し
て
い

た
。
津
奈
木
版
ツ
ア
ー
の

造
成
、
食
に
関
す
る
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
事
業
、
そ
れ
に
伴
う

情
報
発
信
事
業
で
あ
る
。
し

か
し
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
事
業

に
関
し
て
は
、
補
助
対
象
外

と
い
う
こ
と
で
、
県
の
夢

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
申
請
変

更
し
た
。

村
上
義
廣
議
員

問 

土
木
費
で
土
砂
災
害

危
険
住
宅
移
転
促
進

事
業
補
助
金
と
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

答 

赤
崎
地
区
の
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
が
自

宅
を
、
移
転
・
撤
去
を
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
津
奈
木

町
の
要
綱
に
基
づ
き
、
家
の

解
体
費
、
移
転
先
の
敷
金
及

び
、
一
年
分
の
家
賃
費
用
と

引
っ
越
し
費
用
を
計
上
し
て

い
る
。

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

橋
口
知
恵
子
議
員

問 

一
般
管
理
費
の
負
担

金
補
助
及
び
交
付
金

で
、
２
区
画
買
っ
た
ら
補
助

金
を
増
や
す
と
あ
る
が
、
こ

の
子
育
て
支
援
助
成
金
に　
　

つ
い
て
は
、
２
区
画
買
っ
た

ら
２
倍
に
な
る
の
か
。

答 

さ
く
ら
団
地
の
助
成

事
業
で
あ
り
、
現

在
、
購
入
者
に
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
た
場
合
に
、

１
人
に
つ
き
土
地
代
の
５
％　
　

を
助
成
す
る
分
譲
地
販
売
子

育
て
支
援
助
成
金
制
度
で
あ

る
。
し
か
し
、
町
外
か
ら
の

転
入
者
の
み
が
対
象
で
あ
っ

た
が
、
今
回
町
内
も
対
象
と

し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
分
譲
地
複

数
区
画
購
入
助
成
金
を
つ
く

り
、
隣
接
す
る
２
区
画
を
同

時
購
入
す
る
場
合
、
10
％
を

助
成
、
ま
た
は
、
区
画
内
に

居
住
す
る
者
の
２
親
等
以
内

が
購
入
す
る
場
合
も
、
10
％

を
助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。

事　　業　　名 予　算　額 事　　業　　内　　容

町議会議員選挙費 4,205 千円 町議会議員補欠選挙を想定しての対応予算

赤崎小学校跡地交流広場整備工事 19,092 千円
敷地造成や排水工事、構造物（ネットなど）撤去工
事などを増額

一般コミニュティ助成事業補助金 5,600 千円 竹中・染竹地区のコミニュティ助成事業補助金

土砂災害危険住宅移転促進事業補助金 3,000 千円 ※４ページをご覧ください。

退職消防団員消防功労金 690 千円 20 年以上勤続して退職した団員へ功労金の支給

簡易水道統合事業工事 80,780 千円 補助金の内示額にあわせて工事請負費を増額

分譲地販売子育て支援助成金
および分譲地複数区画購入助成金

1,800 千円
さくら団地分譲地の販売促進を図るため、子育て支
援助成金の拡充と、新規に複数区画購入者に対する
助成金を新設　※４ページをご覧ください。

平成 29 年度補正予算の主な事業

質

疑
応

答

平成 29 年  
　　　　第２回定例会
補正予算  条例改正  人事案件を審議　



一　

般　

質　

問
単
身
者
用
の
町
営
住
宅

の
新
設
を

問
町
営
住
宅
は
、
若
い
単

身
者
の
入
居
が
で
き
な

い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
西
米
良
村
は
、
早
く
か
ら
若

者
定
住
住
宅
を
建
て
て
、
18
歳

以
上
40
歳
未
満
の
単
身
者
を

入
居
対
象
と
し
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：

７
千
円
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
万
円

と
し
て
い
る
。

　

若
者
が
入
居
で
き
る
こ
と

で
、
町
の
人
口
減
少
を
阻
止
し
、

定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
も
単

身
者
用
の
町
営
住
宅
を
新
設
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か

が
か
。　

　

答
町
営
住
宅
は
、
公
営
住

宅
法
に
基
づ
い
て
、
２

分
の
１
の
補
助
金
で
建
て
て
い

る
た
め
、
若
い
単
身
者
や
60
歳

未
満
の
単
身
者
の
入
居
が
で
き

な
い
。

　

今
後
必
要
と
な
れ
ば
町
単
独

事
業
で
提
供
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
民
間
経
営
を
圧
迫
し
な
い

こ
と
が
条
件
に
な
る
だ
ろ
う
。　

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

出
生
祝
い
金
制
度
を

問
出
産
時
に
、
国
や
健
康

保
険
か
ら
出
産
育
児
一

時
金
が
支
給
さ
れ
る
。

　
自
治
体
の
中
に
は
、
出
産
育

児
一
時
金
と
は
別
に
独
自
の

「
出
産
祝
い
金
」
制
度
を
設
け
、

少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
本
町
は
、
昨
年
度
の
出
生
数

が
14
人
と
激
減
し
、
こ
れ
以
上

の
減
少
は
、
町
の
存
続
に
も
影

響
し
か
ね
な
い
。
減
少
を
く
い

止
め
、
子
供
の
人
数
を
確
保
す

る
た
め
に
出
生
祝
い
金
制
度
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

　
西
米
良
村
は
、
第
１
子
５
万

円
、
第
２
子
10
万
円
、
第
３
子

30
万
円
、
第
４
子
40
万
円
、
第

５
子
50
万
円
の
お
祝
い
金
が
贈

ら
れ
て
い
る
。

答
出
生
祝
い
金
、
一
時
金

的
に
子
供
が
生
ま
れ
た

ら
３
万
と
か
５
万
と
か
や
る
自

治
体
も
あ
る
。
通
常
お
祝
い
金

と
い
う
も
の
は
、
家
族
、
親
戚

の
方
か
ら
貰
う
の
が
お
祝
い
金

だ
ろ
う
。
個
人
個
人
か
ら
集
め

た
税
金
を
個
人
に
や
る
と
い
う

の
は
す
っ
き
り
し
な
い
。
税
金

を
不
特
定
多
数
の
人
に
配
分
す

る
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
に
問

題
で
あ
る
。
町
は
、
お
祝
い
金

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
木
製
の

お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
る
。

つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩
の

階
段
に
、
い
す
式
階
段

昇
降
機
の
設
置
を

問
つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩

は
、
四
季
彩
橋
が
で

き
た
こ
と
で
入
館
者
が
増
え

て
い
る
。

　

２
階
の
休
憩
室
へ
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
な
い
た
め
、
足
の
不

自
由
な
方
や
高
齢
者
の
方
々

か
ら
、
利
用
が
し
に
く
い
と

い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
階
段
に
い
す
式
階
段
昇

降
機
の
設
置
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
温
泉
四
季
彩
は
、
地
域

振
興
公
社
で
委
託
を
し

て
経
営
し
て
い
る
が
、
町
か
ら

委
託
料
１
２
０
０
万
は
、
は
っ

き
り
言
っ
て
赤
字
補
填
み
た
い

な
も
の
だ
。
四
季
彩
が
完
成
し

て
１
番
多
い
と
き
に
19
万
人
、

現
在
で
も
11
万
４
、５
千
人
で

何
と
か
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
な
お
赤
字
で
あ
る
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
つ
け
た
ら
い
い
が
、
維
持
費

や
設
備
投
資
が
要
る
。
今
の
と

こ
ろ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
声
掛
け

し
て
も
ら
い
お
手
伝
い
を
行
う

よ
う
に
徹
底
し
て
い
る
。

５｜つなぎ議会だより　2017.9 つなぎ議会だより　2017.9 ｜４

橋口　知恵子　議員

少子化対策として
" 出産祝い金 " 制度が必要

　　　

　 近隣市町村との均衡を図るため、津奈木町報酬および費用弁償条例の一部を改正

　区長（平均割年額）を  14 万 8300 円  から  18 万円 へ ※辻地区は半額

　消防団長（年　額）  を  10 万 8400 円  から  12 万 8300 円 に増額

自治区長 および 消防団長 の 報酬額　 見直し

農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ

り
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が

公
選
制
か
ら
町
長
に
よ
る
選
任

制
と
な
り
、
議
会
に
対
し
て
同

意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
々
が

全
員
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
主
な
役
割
と

し
て
農
地
の
権
利
移
転
・
設
定

の
許
可
や
転
用
な
ど
を
審
議
し

ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

岩
崎　

幸
一 

委
員　

  
日　

当

福
山　

鉄
也 

委
員　

  

福　

浦

山
﨑　

繁
治 

委
員　

  

古
中
尾

澤
田　

憲
生 

委
員　

  

町　

中

山
口　

祥
子 

委
員　

  

内　

野

坂
本　

尚
規 

委
員　

  

内　

野

ご存知ですか！
 土砂災害危険住宅移転促進事業補助金とは
　今回の補正予算に追加計上された、この補助金、熊本県では土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内
に居住している方々が安全な区域へ住宅移転する経費を助成しています。

　

※ 詳しくは、役場 振興課 整備班（℡ 78-3112）へ

レッドゾーン
とは 土砂災害特別警戒区域（建物が破壊され、住民に大きな被害が生じる恐れがある区域）
補助対象 レッドゾーン内にある建築物で、現在お住まいの住宅（賃貸住宅を除く）
交付要件 ◎現在のお住まいの住宅の除去

◎熊本県内の安全な区域への移転
補助内容 ◎移転先住宅の建設・購入費、リフォーム費

◎移転経費（動産移転費など）
◎アパートなどの賃貸費（１年間）
◎現在お住まいの住宅の除去費など

補助金額 最高３００万円
※「がけ地近接等危険住宅移転事業」と併用できる場合は、最高１，１００万円

（
趣
旨
）

　

津
奈
木
町
さ
く
ら
団
地
「
分

譲
地
」
の
販
売
を
促
進
し
、
定

住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

分
譲
地
内
に
複
数
区
画
（
２
区

画
以
上
の
土
地
）
を
購
入
す
る

者
に
、
助
成
金
を
交
付
す
る
。

（
助
成
対
象
者
）

　

町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

も
の
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

(1)　

一
つ
の
土
地
売
買
契
約　

で
、
販
売
用
地
を
複
数
区
画
購

入
す
る
者
。

(2)　

既
に
宅
地
を
所
有
す
る
者

で
当
該
宅
地
の
他
に
分
譲
地
を

新
た
に
追
加
購
入
す
る
者
。

(3)　

既
に
宅
地
を
所
有
す
る
者

の
二
親
等
以
内
の
親
族
で
分
譲

地
を
新
た
に
購
入
す
る
者
。

（
助
成
金
の
額
な
ど
）

(1)　

２
区
画
以
上
購
入
す
る
場

合
、
販
売
用
地
価
格
の
合
計
額

に
10
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額

(2)　

前
記
２
号
及
び
第
３
号
に

定
め
る
者
が
、
１
区
画
以
上
購

入
す
る
場
合
、
新
た
に
購
入
す

る
販
売
用
地
価
格
の
合
計
額
に

10
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額

補
正
予
算
に
注
目

さ
く
ら
団
地
分
譲
地

複
数
区
画
購
入
助
成
金



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

７｜つなぎ議会だより　2017.9 つなぎ議会だより　2017.9 ｜６

町
内
の
工
業
団
地
に
存

在
す
る
産
業
廃
棄
物
は

ど
う
す
る
の
か

問
昨
年
９
月
議
会
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
、
倉
谷
工

業
団
地
内
に
あ
る
産
業
廃
棄
物

の
経
緯
と
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
産
業
廃
棄
物
は
昭
和
61

年
度
に
企
業
誘
致
し
た

三
丸
産
業
株
式
会
社
の
木
毛
セ

メ
ン
ト
板
の
残
骸
で
あ
る
。

　

平
成
19
年
倒
産
時
に
弁
護
士

を
通
じ
処
分
に
つ
い
て
請
求
は

し
た
が
、
支
払
い
能
力
が
な
く

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
。　
　
　
　

　

倉
谷
工
業
団
地
の
残
面
積

は
１
万
１
千
㎡
で
、
㎡
単
価

は
３
千
円
、
売
却
価
格
は
約

３
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
産
業
廃
棄
物
の
量
は
約

７
４
０
㎥
あ
る
。

　

処
分
は
10
年
計
画
で
行
う

が
、
処
分
に
必
要
な
金
額
は
見

積
徴
収
の
結
果
、
３
３
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
処
分
先

は
南
関
町
の
「
エ
コ
ア
く
ま
も

と
」
で
あ
る
が
、
昨
年
の
熊
本

震
災
に
よ
り
受
け
入
れ
見
通
し

が
立
っ
て
お
ら
ず
、
今
年
度
の

予
算
計
上
は
し
て
い
な
い
。

問
干
拓
に
も
あ
る
産
業

廃
棄
物
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

答
津
奈
木
工
業
団
地
の
㎡

単
価
は
１
万
６
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は

売
却
は
難
し
い
。
廃
棄
物
は

７
８
０
０
㎥
あ
り
倉
谷
の
約
10

倍
あ
る
が
、
現
在
見
積
も
り
は

行
っ
て
い
な
い
。
防
草
シ
ー
ト

の
施
工
を
平
成
23
年
６
月
に

１
７
６
万
円
か
け
て
実
施
し
て

い
る
。
廃
棄
物
の
再
利
用
が
で

き
な
い
も
の
か
平
成
20
年
に
成

分
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
人

体
に
影
響
す
る
有
害
物
質
は
含

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
21
年

８
月
に
再
利
用
不
可
能
で
あ
る

と
の
回
答
を
受
け
た
た
め
現
在

の
経
過
と
な
っ
て
い
る
。

問
町
が
負
担
す
る
処
理
費

用
は
３
億
５
千
万
円

を
超
え
、
ま
た
今
後
も
シ
ー

ト
の
張
替
え
な
ど
費
用
が
か

さ
む
が
、
今
後
の
処
理
方
法

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。
国
に
粘
り
強
く
交
渉

す
る
な
ど
し
て
道
路
の
下
地

材
な
ど
の
再
利
用
化
を
促
し
、

町
民
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う

で
き
な
い
も
の
か
。

答
産
業
廃
棄
物
処
理
に

つ
い
て
は
国
の
法
律

で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
部
分

に
つ
い
て
産
廃
か
を
決
め
る

の
は
県
の
廃
棄
物
対
策
課
が

決
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
読
谷
村
で
は
、
海
水

か
ら
真
水
を
作
る
施
設
で
化

学
処
理
し
た
塩
を
産
業
廃
棄

物
と
し
て
処
理
と
せ
ず
、
沖

縄
県
の
権
限
で
道
路
の
下
地

に
埋
め
た
例
が
あ
る
。
本
町

の
産
業
廃
棄
物
は
木
く
ず
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
、

無
公
害
な
ら
ば
下
地
材
な
ど

に
使
用
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
有
効
利
用

も
次
の
町
長
に
は
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

本山　真吾　議員

倉谷・干拓 工業団地の
　　産業廃棄物処理方法は

倉谷工業団地内の産業廃棄物

少
子
高
齢
化
に
対
す
る

打
開
策
は

問
本
町
は
独
身
男
女
が

多
い
が
、
そ
の
要
因

と
、
行
政
も
積
極
的
に
出
合

い
の
場
づ
く
り
に
関
わ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
若
い
人
が
出
合
う
機

会
は
、
田
舎
で
は
非

常
に
少
な
い
。

　

結
婚
に
対
す
る
概
念
が
、

時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
た
。

昔
は
世
話
を
焼
い
て
く
れ
た

方
が
た
く
さ
ん
居
ら
れ
た
が
、

今
は
、
個
人
を
尊
重
す
る
風

潮
が
あ
り
少
な
く
な
っ
た
。

　

農
家
、
漁
業
を
営
ん
で
い

る
方
は
、
一
般
的
に
出
会
い

の
機
会
が
少
な
い
。若
い
方
々

が
出
合
え
る
場
を
つ
く
る
の

も
、
一
つ
の
方
策
で
好
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
。

　

区
長
の
役
割
を
考
え
る

と
、
現
状
の
報
酬
で
良

い
の
か

問
各
地
区
と
も
、
区
長

を
引
き
受
け
る
人
が

少
な
い
話
を
耳
に
し
、
人
口

は
減
っ
て
も
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
が
ふ
え
、
逆
に
苦
労

さ
れ
る
と
心
配
し
て
い
る

が
、
区
長
の
役
割
、
そ
の
重

要
性
を
認
め
報
酬
の
改
定
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

答
区
長
の
重
要
性
と
な

り
手
不
足
等
々
を
考

慮
し
て
、
今
回
年
報
酬
の
平

均
割
に
つ
い
て
増
額
し
て
い

る
。

　

３
月
の
区
長
会
で
も
要
望

が
あ
り
提
案
に
な
っ
た
次
第

だ
。
今
後
と
も
、
区
長
の
業

務
に
つ
い
て
は
、
忙
し
い
こ

と
を
念
頭
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

町
道
補
修
な
ど
の
応
急

対
応
は

問
町
道
補
修
に
つ
い
て
、

私
が
体
験
し
た
こ
と
を

申
し
上
げ
た
い
。
国
道
３
号
線

に
つ
な
が
る
町
道
出
口
で
、
車

を
運
転
中
、
大
き
な
衝
撃
を
受

け
た
。

　

下
を
の
ぞ
い
て
も
何
も
な

い
。
３
号
線
を
走
行
中
エ
ン

ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

原
因
は
、
町
道
の
わ
だ
ち
の

へ
こ
み
と
、
中
央
部
の
盛
り

上
が
り
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
タ

ン
ク
の
突
き
上
げ
に
よ
る
燃

料
ポ
ン
プ
の
故
障
で
あ
っ
た

の
で
、
役
場
振
興
課
で
、
事

情
を
説
明
し
た
ら
、
そ
の
日

に
現
場
に
行
っ
て
す
ぐ
に
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
埋
め
て
い

た
だ
い
た
。　

相
談
を
さ
れ

た
と
き
に
、
応
急
的
に
補
修

を
し
て
く
れ
る
の
が
、
本
当

に
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
町

長
の
感
想
は
。

答
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
道
路
維
持
班
が
対

応
し
た
。

　

町
道
そ
の
他
は
、
管
理
者

の
責
任
だ
か
ら
、
軽
微
な
も

の
は
、
道
路
維
持
費
で
、
対

応
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。　

将来の " つなぎ町像 " は
　　　　どうあるべきか

寺本　信介　議員

干拓工業地内の産業廃棄物

町道日野越線の凹凸ヶ所を補修


